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　平成31年度当初予算（骨格予算※）は、都市再生整備計画事業など大型公共事業の減少などによ
り、前年度に比べ、9,983万円（1.7％）の減となった。

平成31年度当初予算
58億1,661万円 を全会一致で可決当初予算

骨格予算… 町長選を控えて予算編成したため、最低限必要な経費を盛り込んでいます。
　　　　　後に補正予算で町長の意向を反映させた事業などを計上します。

用語
解説

58億1,661万円　　前年度比　9,983万円　　1.7％の減
一般会計総額

学校教育・生涯学習

〈主な事業〉
北小学校屋内運動場
床改修工事
324万円

4億5,863万円（7.9％）
1人当たり3万200円

9 教育費
町の借金の返済
８億8,338万円（15.2％）
1人当たり5万8,200円

10 公債費
災害復旧費など
2,593万円（0.4％）

11 その他

歳入

自
主
財
源
54
・
７
％

依
存
財
源
45
・
３
％

町税
22億9,497万円
（39.5%）

繰越金
7,000万円
（1.2%）

諸収入
7,478万円
（1.3%）

地方譲与税・
地方消費税交付金等
4億385万円
（6.9%）

地方交付税
11億5,080万円
（19.8%）

国・県支出金
7億8,358万円
（13.5%）

町債
2億9,450万円
（5.1%）

分担金及び負担金
8,394万円
（1.4%）

使用料及び手数料
7,504万円
（1.3%）

財産収入
668万円
（0.1%）

寄付金
7,150万円
（1.2%）

繰入金
5億697万円
（8.7%）
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健康診断やゴミ処理

〈主な事業〉
一般廃棄物処理委託
9,282万円

5億1,674万円（8.9％）
1人当たり３万4,000円

4 衛生費

議会の運営
8,704万円（1.5％）
1人当たり5,700円

1 議会費

農林業の振興

〈主な事業〉
農山漁村地域整備
交付金事業
（用排水路工事）
2,160万円

１億9,269万円（3.3％）
1人当たり1万2,700円

5 農林水産業費

消防・防災

〈主な事業〉
防災行政無線子局移設
659万円

2億7,873万円（4.8％）
1人当たり1万8,400円

8 消防費

税務・戸籍・企画・総合的な行政経営

〈主な事業〉
役場旧庁舎解体工事
1億9,745万円

10億1,839万円（17.5％）
1人当たり6万7,100円

2 総務費

商工業の振興

〈主な事業〉
商・工業振興補助金
4,627万円

9,345万円（1.6％）
1人当たり6,200円

6 商工費

高齢者や障がい者、児童福祉

〈主な事業〉
障害者自立支援給付費
1億4,447万円

16億3,434万円（28.1％）
1人当たり10万7,700円

3 民生費

道路や橋、公園の整備・維持管理

〈主な事業〉
社会資本整備総合交付金道路修繕事業
1億1,836万円

6億2,729万円（10.8％）
1人当たり4万1,300円

7 土木費

町民※1人当たりの歳出約38万円（一般会計）

特別会計総額

36億7,902万円
単位：万円

会　計　名
予　算　額

本年度 対前年度比
御代田財産区 1,249 △2.0%
小沼地区財産管理 312 △3.1%
国民健康保険事業勘定 16億418 △0.9%
介護保険事業勘定 11億709 2.0%
後期高齢者医療 1憶5,122 6.7%
住宅新築資金等貸付事業 56 △34.1%
公共下水道事業 7億5,930 △11.3%
農業集落排水事業 2,905 △0.9%
個別排水処理施設整備事業 1,201 △0.6%

合　　　　計 36億7,902 △2.2%

単位：万円
本年度 対前年度比

御代田小沼　
水道事業会計

収 益
収入 1億8,235 △1.3%
支出 1億6,969 △8.1%

資 本
収入 637 △64.1%
支出 1億517 △11.0%

企業会計

※平成31年４月1日現在、人口15,177人で算出しています。
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平成31年

第１回

定例会

　
　

地
域
型
保
育
給
付
費

２
千
548
万
円
の
内
容
は
。

　
　

平
成
30
年
度
に
西
軽

井
沢
区
に
開
設
さ
れ
た
、

小
規
模
保
育
所「
お
ひ
さ

ま
」へ
の
委
託
料
で
あ
る
。

　
　

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
整
備
負
担
金
５
千
236

万
円
は
。
ま
た
、
整
備
状

況
は
。

　
　

組
合
構
成
市
町
の
自

己
負
担
と
し
て
施
設
設
置

費
６
・
89
％
、
管
理
運
営

費
４
・
78
％
の
負
担
金
合

計
で
あ
る
。
31
年
度
の
施

ＱＡＱＡ

　

３
月
定
例
会
は
３
月
６
日
に
招
集
さ
れ
、
３
月
19
日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
。

　

専
決
処
分
事
項
の
報
告
２
件
、
人
事
案
２
件
、
条
例
案
６
件
、
予
算
案
11
件
、
補
正
予
算
案
８
件
、
事
件

案
４
件
、
報
告
１
件
で
、
町
側
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
31
件
を
原
案
ど
お
り
同
意
・
可
決
し
た
。

質

疑

平
成
31
年
度
予
算

設
工
事
費
は
約
51
億
円
で

あ
り
、
12
月
末
で
約
81
％

の
進
捗
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

道
路
修

繕
事
業
費
の

内
、
７
千
万

円
は
ど
こ
の

事
業
か
。

　
　

向
原
公

民
館
か
ら
駅

方
向
へ
320
ｍ
、

駅
か
ら
龍
神

公
園
ま
で
の

290
ｍ
、
向
原

公
民
館
か
ら

南
へ
500
ｍ
、

馬
瀬
口
区
内

ＱＡ

十
石
馬
瀬
口
線
550
ｍ
の
４

カ
所
で
あ
る
。

　
　

フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
事
業
費
は
。

　
　

未
確
定
で
あ
る
が
総

事
業
費
８
千
万
円
で
計
画

し
て
い
る
。
町
と
ア
マ
ナ

そ
れ
ぞ
れ
650
万
円
の
負
担

金
、
文
化
庁
の
補
助
金
３

千
万
円
、
企
業
協
賛
金
500

万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
額
が

昨
年
と
同
じ
６
千
500
万
円

で
あ
る
が
、
特
典
事
業
委

託
料
の
減
額
理
由
は
。

　
　

総
務
省
の
通
知
に
よ

り
、
返
礼
品
の
金
額
を

40
％
か
ら
30
％
に
引
き
下

げ
た
こ
と
に
よ
る
。

ＱＡＱＡ

湯川から見える新クリーンセンター

プレ浅間国際フォトフェスティバル

4令和元年5月25日発行　No.115

定

例

会



　
　

私
立
保
育
所
保
育
委

託
料
１
千
612
万
円
の
増
額

理
由
は
。

　
　
「
た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
」、

「
保
育
園
つ
く
し
ん
ぼ
」、

小
規
模
保
育
所「
お
ひ
さ

ま
」に
対
す
る
委
託
料
で
、

国
の
示
す
公
定
価
格
の
確

定
と
、
途
中
入
園
児
童
10

名
分
の
残
額
で
あ
る
。

　

町
の
負
担
額
は
増
額
分

の
内
の
４
分
の
１
と
な
る
。

ＱＡ 平
成
30
年
度
補
正
予
算

ま
」18
名
分
で
あ
る
。
私

立
保
育
園
な
ど
に
委
託
す

る
こ
と
に
よ
り
、
現
時
点

で
は
待
機
児
童
数
は
ゼ
ロ

で
あ
る
。

　
　

町
単
独
道
路
新
設
改

良
費
８
千
470
万
円
の
場
所

は
。

　
　

４
地
区
５
路
線
を
計

画
し
て
い
る
。
面
替
橋
下

流
辰
巳
畑
岩
下
線
150
ｍ
、

三
ツ
谷
区
の
入
向
原
線
80

ｍ
、
や
ま
ゆ
り
工
業
団
地

の
外
周
道
路
の
大
谷
地
区

内
11
号
線
の
幅
員
を
７
〜

ＱＡ

9.5
ｍ
に
、
三
ツ
谷
大
谷
地

線
幅
員
を
５
〜
７
ｍ
に
、

町
浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー
付

近
の
六
反
１
号
線
105
ｍ
の

改
良
工
事
で
あ
る
。

　
　

住
宅
新
築
資
金
貸
付

事
業
の
今
後
の
対
応
は
。

　
　

国
へ
の
償
還
は
31
年

度
で
終
了
す
る
。
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
２

億
４
千
434
万
円
ほ
ど
に
な

る
。
滞
納
額
は
お
よ
そ
１

億
６
千
818
万
円
で
あ
り
、

今
後
も
償
還
に
努
め
る
。

ＱＡ

　
　

道
路
占
用
料
830
万
円

の
内
容
は
。

　
　

中
部
電
力
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
電
柱
と
帝
国
石
油
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
、
長
野
都
市
ガ

ス
な
ど
の
埋
設
物
で
あ
る
。

　
　

し
な
の
鉄
道
車
両
更

新
負
担
金
１
千
63
万
円
の

内
容
は
。

　
　

観
光
列
車「
ろ
く
も

ん
」以
外
の
全
車
両
を
８

年
か
け
て
更
新
す
る
。
国

の
補
助
金
以
外
を
沿
線
市

町
村
と
県
で
そ
の
一
部
を

負
担
す
る
も
の
で
あ
る
。

ＱＡＱＡ

人
事
案
件

副
町
長

内
堀　

豊
彦
氏
を
同
意

 

（
塩
野
区
在
住
）

任
期
は

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

教
育
委
員

市
川　

美
香
氏
を
同
意

 

（
児
玉
区
在
住
）

任
期
は

平
成
31
年
４
月
20
日
か
ら

令
和
５
年
４
月
19
日
ま
で

　
　

は
つ
ら
つ
サ
ポ
ー

タ
ー
運
営
補
助
金
129
万
円

の
内
容
は
。

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
御
代

田
町
は
つ
ら
つ
サ
ポ
ー

タ
ー
」が
、
29
年
よ
り
高

齢
者
を
対
象
に
移
送
支
援

事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、

そ
の
事
業
補
助
金
100
万
円

と
３
台
の
車
検
代
で
あ
る
。

　
　

佐
久
医
療
セ
ン
タ
ー

に
対
す
る
運
営
補
助
金
１

千
78
万
円
の
内
容
は
。

　
　

佐
久
広
域
11
市
町
村

が
、
不
採
算
部
門
の
救
急

救
命
セ
ン
タ
ー
と
周
産
期

医
療
に
対
し
て
行
う
補
助

金
で
、
今
後
も
３
年
間
継

続
す
る
。

　
　

保
育
委
託
料
が
各
種

あ
る
が
、
そ
の
委
託
先
は
。

　
　

保
育
委
託
料
402
万
円

は
広
域
保
育
４
名
分
。
私

立
保
育
委
託
料
１
億
２
千

488
万
円
は
、
町
内「
た
ん

ぽ
ぽ
保
育
園
」44
名
分
、

「
保
育
園
つ
く
し
ん
ぼ
」26

名
分
で
あ
り
、
地
域
型
保

育
給
付
費
２
千
548
万
円
は
、

西
軽
井
沢
区
の「
お
ひ
さ

ＱＡＱＡＱＡ

信号機のついた保育園つくしんぼ

　

４
月
４
日
、
御
代
田
中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
写
真
は
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
入
場
す
る

新
入
生
の
姿
で
す
。

　

小
学
校
６
年
間
の
教
育
課
程
を
修
了
し
、
希
望
の

中
に
も
少
し
の
不
安
を
抱
え
て
の
入
学
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
３
年
間
は
勉
強
、
部
活
動
、
友
達
づ

く
り
、
地
域
と
の
関
わ
り
な
ど
を
通
し
て
、
人
生
の

中
で
大
き
く
成
長
す
る
時
期
と
考
え
ま
す
。

　

未
来
の
御
代
田
町
を
担
っ
て
く
れ
る
新
入
生
に
大

い
に
期
待
し
ま
す
。

表
紙
の
写
真

御
代
田
中
学
校
　
入
学
式
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専決処分

専決処分事項の報告について
保健センターでの転倒事故及び児玉地区での車両損傷事故に係る損害賠償について報告するもの。

条例の改正等

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案について
長野県人事委員会勧告に準じ期末手当及び勤勉手当を改正するもの。

御代田町特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する条例案について
長野県人事委員会勧告に準じ期末手当及び勤勉手当を改正するもの。

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例案について
長野県人事委員会勧告に準じ期末手当を改正するもの。

御代田町手数料徴収条例の一部を改正する条例案について
新たに林地台帳の閲覧又は写しの交付にかかる手数料を徴収するもの。

御代田町滞在型農園施設基金の設置、管理及び処分に関する条例の制定について
将来におけるクラインガルテンの大規模修繕に備えるため、新たに基金を設けるもの。

御代田町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の
一部を改正する条例案について
学校教育法等の一部改正に伴い、資格要件について一部改正するもの。

予算

平成31年度御代田町一般会計・各特別会計・企業会計予算案について
全体像:2~3ページ、質疑:4~5ページ、委員会審査:16~17ページ

平成30年度御代田町一般会計・各特別会計・企業会計補正予算案について
質疑:4~5ページ、委員会審査:16~17ページ

人事

副町長の選任について、教育委員の任命について　5ページ
その他

豊昇地区世代間交流センターの指定管理者の指定について
豊昇地区世代間交流センターの指定管理者について、豊昇区を指定するもの。

三ツ谷地区世代間交流センターの指定管理期間の変更について
他地区の世代間交流センターと同様に指定期間の周期を年度末に統一するもの。

戸籍に係る電子情報処理組織の事務の委託について
町単独で設置・管理している戸籍システムのサーバーを、近隣12市町村と共同管理するもの。

平成29年度御代田町公共下水道御代田浄化管理センターの建設工事委託に関する協定の一部を変更する協定
について
同工事の協定額の減額及び工期を延長するもの。

賛否一覧
■全会一致の議案など（3月定例会は、すべての案件が全会一致でした。）

傍聴においでください
　傍聴は、役場３階の議会事務局にある受付簿に
住所・氏名を記入し、ご入場ください。

3月定例会の傍聴者は67人

次の定例会は6月予定です
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町
の
財
政
状
況
の

見
通
し
は
。

　
　
　

企
画
財
政
課
長　

近
年
の
決
算
状
況

や
当
初
予
算
編
成
の
状
況

か
ら
も
義
務
的
経
費
や
投

資
的
経
費
も
多
額
の
財
源

が
見
込
ま
れ
、
非
常
に
厳

し
い
状
況
が
あ
る
と
予
想

を
し
て
い
る
。

　
　
　

骨
格
予
算
の
役
場

庁
舎
整
備
事
業
費

の
内
、
急
速
充
電
設
備
工

事
１
千
306
万
円
は
、
基
金

問答問

　
　
　

小
園
新
町
長
の
選

挙
戦
を
振
り
か

え
っ
て
の
所
感
は
。

　
　
　

町
長　

今
回
の
選

挙
で
ご
支
持
い
た

だ
け
な
か
っ
た
皆
様
と
も

丁
寧
に
対
話
し
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
私
の

得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る「
聞
く
力
」を
政
治
活
動

中
や
選
挙
期
間
中
に
も
ま

し
て
発
揮
し
て
い
く
こ
と

こ
そ
が
、
町
民
の
皆
様
に

対
す
る
責
任
の
果
た
し
方

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

公
約
の
①
小
中
学

生
の
給
食
費
の
無

料
化
②
高
校
生
の
通
学
費

へ
の
補
助
③
エ
コ
ー
ル
み

よ
た
、
体
育
施
設
の
町
民

の
利
用
料
負
担
を
減
額
に

問答問

荻原　謙一 議員

公
約
の
実
現
は

慎
重
な
検
討
が
必
要
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る

財
政
状
況
の
見
通
し
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
が
あ
る
と
予
想
を
し
て
い
る

す
る
実
現
に
向
け
て
の
取

り
組
み
は
。

　
　
　

町
長

　
三
つ
の
政

策
に
関
し
て
は
、

多
額
の
予
算
を
必
要
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
実
施
そ

の
も
の
の
可
否
、
実
施
内

容
、
実
施
時
期
は
い
ず
れ

に
お
い
て
も
慎
重
な
検
討

が
必
要
な
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

　

①
給
食
費
約
７
千
万
円

の
金
額
を
４
月
か
ら
一
気

に
全
額
無
料
に
す
る
に
は

大
き
な
困
難
が
伴
う
の
が

現
実
で
あ
り
、
で
き
る
範

囲
で
少
し
ず
つ
で
も
無
料

に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

な
い
か
、
今
後
、
教
育
委

員
会
、
企
画
財
政
課
と
協

議
を
重
ね
て
い
く
。

答

　

②
残
念
な
が
ら
御
代
田

町
内
に
は
高
校
が
な
い
の

で
、
せ
め
て
少
し
で
も
、

高
校
生
を
お
子
さ
ん
に
持

つ
ご
家
庭
を
サ
ポ
ー
ト
し

た
い
と
考
え
て
い
る

　

③
利
用
料
が
安
く
な
り

利
用
し
や
す
く
な
る
こ
と

で
、
大
き
く
利
用
者
が
増

え
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

か
ら
繰
り
入
れ
る
よ
う
だ

が
、
他
の
財
源
は
な
か
っ

た
の
か
。

　
　
　

企
画
財
政
課
長　

財
源
に
つ
い
て
は
、

全
て
役
場
庁
舎

の
整
備
基
金
を

全
額
充
当
す
る

予
算
と
な
っ
て

い
る
。

　

一
般
社
団
法

人
の
次
世
代
自

動
車
振
興
セ
ン

タ
ー
に
４
月
に

答

申
請
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

採
用
に
な
れ
ば
約
600
万
円

前
後
の
補
助
金
が
交
付
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
見

込
ん
で
い
る
。

　

消
費
税
ア
ッ
プ
な
ど
の

状
況
も
あ
る
の
で
、
そ
れ

ら
の
状
況
を
注
視
し
な
が

ら
、
減
額
の
時
期
、
減
額

の
幅
等
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
た
い
。

中学校給食の様子

急速充電設備
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町
長
の
考
え
る
全

体
像
を
職
員
と
共

有
し
、
実
現
に
向
け
て
舵

取
り
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　

８
つ
の
大
き
な
公
約
に

優
先
順
位
を
つ
け
、
達
成

ま
で
の
大
ま
か
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
時
系
列
で
示

し
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
は
。

　
　
　

町
長　

ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
る
こ

と
の
重
要
性
は
認
識
し
て

い
る
。
そ
れ
に
基
づ
い
て

着
実
に
進
め
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。

　

業
務
の
進
捗
状
況
を
数

値
化
し
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、

遅
れ
が
な
い
よ
う
に
進
め

た
い
。

問答

五味　髙明 議員

選
挙
公
約
具
現
化
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

作
成
し
、着
実
に
進
め
る
こ
と
が
重
要

　
　
　

公
約
・
施
策
な
ど

を
実
現
す
る
の
に
、

こ
れ
を
支
え
る
女
房
役
の

副
町
長
人
事
を
ど
う
考
え

る
か
。

　
　
　

町
長　

副
町
長
の

選
任
は
大
変
重
要

問答

な
課
題
で
あ
る
。

　

私
に
今
一
番
足
り
て
い

な
い
も
の
は
何
か
を
冷
静

に
分
析
し
て
お
り
、既
に
具

体
的
候
補
者
が
頭
に
あ
る
。

　

本
定
例
会
最
終
日
に
提

案
す
る
準
備
を
し
て
い
る
。

　
　
　
「
仏
作
っ
て
魂
入
れ

ず
」と
い
う
こ
と

わ
ざ
が
あ
る
が
、
立
派
な

庁
舎
は
で
き
て
も
中
身
が

伴
わ
な
い
と
困
る
。
固
定

概
念
を
打
破
し
、
意
識
改

革
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　
　
　

総
務
課
長　

職
員

の
資
質
な
ど
の
問

題
は
、
以
前
よ
り
住
民
の

問答

方
か
ら
も
厳
し
い
指
摘
を

受
け
て
い
る
。

　

毎
年
各
種
研
修
を
計
画

的
に
実
施
し
て
い
る
が
、

今
後
も
時
代
に
あ
っ
た
新

メ
ニ
ュ
ー
を
加
え
職
員
の

資
質
向
上
に
努
め
る
。
手

法
な
ど
を
検
討
し
な
が
ら

引
続
き
取
り
組
む
。

　
　
　

導
入
に
向
け
た
準

備
状
況
は
。

　
　
　

総
務
課
長　

今
年

度
の
準
備
状
況
は
、

例
規
整
備
を
主
に
進
め
て

き
た
。

問答

職
員
の
意
識
改
革
に
ど
う
取
り
組
む
か

手
法
な
ど
を
検
討
し
引
続
き
取
り
組
む

「
会
計
年
度
任
用
職
員
」導
入
の
準
備
状
況
は

条
例
制
定
な
ど
は
９
月
議
会
定
例
会
に
上
程
予
定

　

ま
た
、
現
在
の
臨
時
職

員
の
事
務
量
、
事
業
量
の

点
検
及
び
平
成
31
年
度
の

臨
時
職
員
体
制
を
確
認
し

て
い
る
。

　

関
連
条
例
の
制
定
及
び

一
部
改
定
に
つ
い
て
は
、

９
月
議
会
定
例
会
に
上
程

す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

総
人
件
費
抑
制
の

た
め
の
対
策
は
。

　
　
　

総
務
課
長　

臨
時

職
員
を
会
計
年
度

任
用
職
員
に
移
行
し
た
場

合
の
人
件
費
は
、
約
１
億

２
千
万
円
の
増
額
に
な
る
。

　

事
務
事
業
の
見
直
し
、

問答

民
間
委
託
の
検
討
、
適
正

な
定
員
管
理
の
徹
底
な
ど

で
、財
政
負
担
減
に
努
め
る
。

　
　
　

制
度
導
入
を
機
会

に
、
最
適
な
職
員

数
・
任
用
職
員
数
の
検
討
、

組
織
の
大
幅
な
再
編
な
ど

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
人
事
施

策
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　
　

町
長
　
人
材
登
用

に
関
し
、
個
性
を

重
視
し
た
選
考
、
経
験
の

豊
か
な
方
の
外
部
登
用
な

ど
組
織
に
よ
い
刺
激
を
与

え
る
各
種
の
方
策
を
考
え

て
い
き
た
い
。

問答

新庁舎窓口
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市村　千恵子 議員

町
長
の
政
治
姿
勢
は

特
定
の
方
の
言
い
な
り
に
は
な
ら
な
い

　
　
　

安
定
町
政
を
継
続

し
、
新
た
な
政
策

を
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　

町
長　

前
職
が
、

さ
ら
に
町
政
を

担
っ
て
こ
ら
れ
た
諸
先
輩

が
積
み
上
げ
て
き
た
役
場

内
外
の
財
産
を
大
事
に
し
、

そ
れ
ら
を
ベ
ー
ス
に
、
御

代
田
町
を
羽
ば
た
か
せ
て

い
く
こ
と
が
大
変
重
要
だ

と
捉
え
い
る
。

　
　
　

選
挙
戦
の
中
で
、

職
員
と
の
信
頼
関

係
に
お
い
て
懸
念
す
る
と

こ
ろ
が
あ
り
、
職
員
に
謝

罪
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

町
長　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
発
信
に
関
し
て

は
、
町
民
の
方
が
そ
の
場

で
発
言
し
た
こ
と
一
つ
一

問答問答

つ
に
関
し
て
、
裏
を
と
る

時
間
も
な
く
、
私
と
し
て

は
そ
こ
ま
で
の
責
任
は
な

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

町
長
の
後
援
会
チ

ラ
シ
に
記
載
の
事

務
所
の
住
所
の
場
所
は
。

　
　
　

町
長　

御
代
田
中

央
記
念
病
院
の
敷

地
内
の
建
物
の
住
所
で
あ
る
。

　
　
　

町
長
の
後
援
会
会

長
は
病
院
の
理
事

長
か
。

　
　
　

町
長　

後
援
会
の

会
長
は
、
病
院
の

理
事
長
で
あ
る
。

　
　
　

町
長
は
病
院
の
関

連
企
業
に
雇
用
さ

れ
て
い
た
の
で
は
。

　
　
　

町
長　

確
か
に
顧

問
と
し
て
雇
用
関

問答問答問答

係
に
あ
っ
た
こ
と
は
事
実

で
あ
る
。

　
　
　

記
念
病
院
の
理
事

長
の
言
い
な
り
に

な
ら
な
い
と
明
言
で
き
る
か
。

　
　
　

町
長　

断
言
す
る
。

特
定
の
方
の
言
い

な
り
に
な
る
こ
と
は
な
い

と
約
束
す
る
。

　
　
　

招
集
あ
い
さ
つ
で
、

「
同
和
事
業
の
復

活
と
い
う
絵
そ
ら
ご
と
を

ほ
じ
く
り
返
し
て
選
挙
が

戦
わ
れ
て
き
た
。

　

同
和
事
業
が
復
活
す
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
お

ど
し
文
句
が
選
挙
の
た
び

に
ぶ
ら
下
げ
ら
れ
る
悲
し

い
政
治
利
用
が
行
わ
れ

た
」と
同
和
の
政
治
利
用

の
終
結
を
宣
言
し
た
が
、

問答問

大
変
驚
く
と
同
時
に
と
て

も
残
念
に
思
う
。

　

同
和
事
業
は
復
活
さ
せ

な
い
。
部
落
解
放
同
盟
の

町
政
へ
の
介
入
は
認
め
な

い
と
明
言
で
き
る
か
。

　
　
　

町
長　

時
代
を
後

戻
り
さ
せ
な
い
と

い
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。

　

適
正
に
町
政
を
運
営
し

て
い
く
決
意
で
あ
り
、
毅

然
と
し
た
態
度
で
接
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
当
然
の

こ
と
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　

茂
木
前
町
長
は
、

部
落
解
放
同
盟
の

窓
口
は
私
が
対
応
す
る
と

い
う
こ
と
で
職
員
に
は
対

応
さ
せ
な
か
っ
た
。

　

部
落
解
放
同
盟
に
対
し

て
、
職
員
に
は
対
応
さ
せ

答問

な
い
と
明
確
に
答
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
　

町
長　

私
自
身
が

ち
ゃ
ん
と
し
た
対

応
を
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
が
当
然
だ
と
思
う
。

　

ま
た
、
何
か
ア
プ
ロ
ー

チ
や
対
応
す
べ
き
こ
と
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
オ
ー

プ
ン
な
場
で
、
衆
人

監
視
の
も
と
で
対
応

を
す
る
こ
と
が
非
常

に
大
事
で
あ
る
。

　
　
　

学
校
給
食
の

無
料
化
、
高

校
生
の
通
学
の
補
助

の
実
施
は
。

　
　
　

町
長　

学
校

給
食
の
無
料

化
は
、
少
し
で
も
無

料
に
し
て
い
く
こ
と

答問答

が
で
き
な
い
か
、
ま
た
、

通
学
費
補
助
も
、
少
額
で

ス
タ
ー
ト
で
き
な
い
か
、

教
育
委
員
会
、
企
画
財
政

課
と
協
議
を
し
て
い
く
。

　

財
源
は
ふ
る
さ
と
納
税

を
積
極
的
に
活
用
す
る
考

え
方
を
強
く
持
っ
て
い
る
。

しなの鉄道での通学
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一
昨
年
よ
り
活
動

を
始
め
た
協
力
隊

員
の
活
動
の
実
績
は
。

　
　
　

企
画
財
政
課
長　

29
年
度
は
、
㈱
ア

マ
ナ
と
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
な
ど
関
連
事
業

の
企
画
運
営
。
ふ
る
さ
と

Ｃ
Ｍ
の
作
成
で
は
敢
闘
賞

を
受
賞
し
て
い
る
。

問答

池田　健一郎 議員

人
口
増
加
を
図
る
た
め
の
施
策
は

知
恵
を
結
集
し
、独
自
の
取
り
組
み
を
検
討
す
る

　
　
　

地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
補
助
、
助
成

は
３
年
間
と
聞
く
が
、
そ

の
後
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。

　
　
　

企
画
財
政
課
長　

本
人
の
希
望
に
よ

り
、
１
年
以
内
に
当
地
で

起
業
す
る
場
合
、
起
業
経

費
の
上
限
100
万
円
ま
で
特

問答

　
　
　

４
年
前
の
町
長
選

よ
り
投
票
率
が
下

が
っ
た
。
こ
の
結
果
を
ど

う
捉
え
る
か
。

　
　
　

町
長　

町
長
選
の

投
票
率
は
、
同
時

期
の
町
議
選
の
投
票
率
を

問答

　
　
　

定
住
者
を
増
や
す

施
策
に
つ
い
て
、

何
か
計
画
は
。

　
　
　

企
画
財
政
課
長　

空
き
家
バ
ン
ク
事

業
を
は
じ
め
、
定
住
化
の

た
め
の
環
境
整
備
、
民
間

企
業
と
移
住
ツ
ア
ー
を
企

画
、
若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
促

問答

町
長
選
の
投
票
率
を

 

ど
う
捉
え
た
か

長
期
低
落
傾
向
を
食
い
止
め
た
と

 

感
じ
て
い
る

下
回
っ
て
い
た
が
、
今
回

61
・
８
％
と
２
年
前
の
町

議
選
を
1.5
％
上
回
る
逆
転

現
象
が
起
き
、
長
期
低
落

傾
向
を
む
し
ろ
食
い
止
め

た
と
感
じ
て
い
る
。

進
な
ど
の
施
策
も
あ
る
。

町
長　

専
門
家
の
評
価
で

は
、
御
代
田
町
は
全
国
で

も
、
移
住
定
住
に
向
け
て
、

潜
在
力
は
極
め
て
高
い
。

　

町
内
外
の
知
恵
を
結
集

し
、
独
自
の
取
り
組
み
を

積
極
的
に
検
討
す
る
。

　
　
　

住
宅
地
を
ど
の
よ

う
に
確
保
し
、
提

供
す
る
の
か
。

　
　
　

建
設
水
道
課
長　

宅
地
造
成
に
つ
い

て
は
、
県
営
平
和
台
団
地

問答

未
利
用
地
取
得
を
進
め
て

い
る
。

　

事
業
費
、
事
業
効
果
の

再
検
討
、
民
間
活
力
の
利

用
も
検
討
す
る
。

別
交
付
税
措
置
が
あ

る
。

　

移
住
促
進
策
の
充

実
に
向
け
、
隊
員
の

増
員
に
取
り
組
む
。

町
長　

隊
は
数
名
の

グ
ル
ー
プ
で
活
動
す

る
こ
と
で
真
価
が
発

揮
さ
れ
る
。
移
住
定

住
対
策
の
力
強
い
取

り
組
み
を
実
施
す
る
。
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池田　るみ 議員

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を

す
で
に
実
施
し
て
い
る
が
、
体
制
を
整
え
た
い

　
　
　

産
後
ケ
ア
宿
泊
事

業
な
ど
、
産
後
ケ

ア
事
業
の
課
題
は
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長　

必
要
な
方
を
適
切

に
利
用
に
繋
げ
る
た
め

個
々
の
妊
産
婦
の
状
況
を

把
握
す
る
こ
と
が
、
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　

乳
児
と
一
緒
に
集

え
る
場
に
産
後
デ

イ
サ
―
ビ
ス
の
導
入
は
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長　

現
在
、
全
新
生
児

に
保
健
師
が
全
戸
訪
問
を

し
て
、
健
康
相
談
な
ど
に

繋
げ
て
い
る
。
少
し
ず
つ

産
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
検
討
し
た
い
。

　
　
　

妊
婦
か
ら
子
育
て

中
の
皆
さ
ん
の
総

問答問答問

合
相
談
窓
口
の
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
を
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長　

関
係
部
署
で
連
携

を
持
ち
、
機
能
に
つ
い
て

は
既
に
実
施
し
て
い
る
。

　

窓
口
の
統
一
は
、
住
民

の
方
が
利
用
し
や
す
い
体

制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

答

　
　
　

子
ど
も
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
へ
補
助
金
の
導
入
は
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長　

対
象
年
齢
の
設
定

や
補
助
額
な
ど
の
課
題
が

あ
る
。
近
隣
自
治
体
の
動

問答

向
を
見
な
が
ら
今
後
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

受
験
生
の
支
援
に
、

ま
ず
中
学
３
年
生

を
対
象
に
補
助
の
検
討
は
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

問答

　
　
　

骨
髄
ド
ナ
ー
の
経

済
的
負
担
を
少
な

く
す
る
た
め
に
、
助
成
制

度
の
導
入
は
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長　

31
年
度
の
健
康
の

問答

つ
ど
い
は
、
全
国
骨
髄
バ

ン
ク
推
進
協
議
会
顧
問
の

大
谷
貴
子
さ
ん
の
講
演
会

を
予
定
し
て
い
る
。

　

今
後
、
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

 

予
防
接
種
に
補
助
金
は

近
隣
自
治
体
の
動
向
を
見
て

 

検
討
し
た
い

　
　
　

町
長
の
公
約
に
あ

る
相
談
窓
口
と
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
相
談
窓
口
の
関

係
は
。

問

　
　
　

町
長
　
相
談
窓
口

の
中
身
が
、
ど
の

程
度
重
な
っ
て
い
る
の
か
、

今
後
、
研
究
を
し
て
い
き

た
い
。

答

骨
髄
ド
ナ
ー
助
成
制
度
の
導
入
は

前
向
き
に
検
討
し
た
い

の
発
症
は
５
歳
か
ら
９
歳

が
高
い
の
で
、
補
助
を
す

る
と
し
て
も
、
効
果
的
な

や
り
方
を
研
究
し
て
対
応

し
て
い
き
た
い
。

モグモグ教室
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新
町
長
へ
の
町
民

の
多
様
な
想
い
の

現
状
認
識
は
。

　
　
　

町
長

　
４
千
267
票

の
支
持
と
共
に
、

前
職
へ
の
支
持
の
意
見
も

聴
い
て
き
た
。

　
　
　
「
今
後
が
楽
し
み
」、

「
職
員
と
良
好
な

関
係
で
全
体
の
や
る
気

ア
ッ
プ
を
」、「
圧
力
団
体

は
無
し
で
」、「
学
校
家
庭

の
実
態
の
把
握
を
」、
な

ど
の
町
民
の
声
に
対
し
て

は
。

　
　
　

町
長　

元
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
聴
く

力
を
発
揮
し
、
異
な
る
意

見
も
含
め
た
対
話
を
続
け

責
任
を
果
た
し
た
い
。

　

ベ
テ
ラ
ン
職
員
と
の
緊

問答問答

井田　理恵 議員

公
約
の
施
策
推
進
の
説
明
責
任
は

給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い
て
は
必
要
だ

密
な
や
り
と
り
を
し
、
若

手
職
員
の
頑
張
り
に
も
目

を
向
け
評
価
す
る
。

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

の
声
も
聴
い
た
。
実
態
把

握
は
、
各
課
と
連
携
し
取

り
組
む
。

　
　
　

公
約
の
給
食
費
無

料
化
に
つ
い
て
、

給
食
食
材
費
は
、
権
利
義

務
を
負
う
保
護
者
の
負
担

が
一
般
的
だ
。

　

施
策
推
進
に
は
、
保
護

者
へ
は
本
来
の
意
義
確
認
、

町
民
へ
は
説
明
責
任
が
あ

る
の
で
は
。

　
　
　

町
長　

町
民
の
理

解
を
得
て
取
り
組

む
た
め
に
、
説
明
責
任
は

必
要
だ
。
ま
た
地
産
地
消

の
推
進
で
、
給
食
の
喜
び

問答

　
　
　

教
育
長
が
捉
え
る

教
育
の
不
易
流
行

と
は
。

　
　
　

教
育
長　

教
育
基

本
法
と
合
致
す
る

町
の
教
育
目
標
の
生
き
る

力
を
備
え
た
人
間
力
育
成

へ
向
け
、
学
力
向
上
・
健

や
か
な
体
・
失
敗
に
負
け

な
い
豊
か
な
心
の
育
ち
を

不
易
と
捉
え
、
そ
の
達
成

の
た
め
に
社
会
情
勢
、
環

境
の
変
化
を
流
行
と
し
見

極
め
て
い
く
。
力
の
基
本

問答

や
教
育
的
効
果
を
感
じ
る

よ
う
検
討
し
た
い
。

　
　
　

31
年
度
予
算
執
行

の
引
き
継
ぎ
で
課

題
と
捉
え
る
事
業
は
。

　
　
　

町
長　

不
断
の
見

直
し
は
重
要
だ
。

　

例
え
ば
㈱
ア
マ
ナ
と
の

事
業
で
は
、
文
化
・
経
済

効
果
に
役
立
つ
イ

ベ
ン
ト
に
発
展
さ

せ
て
い
く
。

　

㈱
ひ
ら
ま
つ
に

つ
い
て
は
、
環
境

へ
の
影
響
と
費
用

負
担
の
妥
当
性
な

ど
の
確
認
を
し
て

い
く
。

　
　
　

公
設
塾
に

つ
い
て
の

所
見
は
。

問答問

　
　
　

町
長　

公
約
の
放

課
後
寺
子
屋
構
想

で
は
、
小
学
校
高
学
年
に

読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
の
基

本
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
。

　

子
ど
も
た
ち
の
知
的
好

奇
心
を
刺
激
す
る
各
種
取

組
を
プ
レ
寺
子
屋
で
展
開

す
る
。

答

教
育
長
が
捉
え
る

 

教
育
の
不
易
流
行
と
は

教
育
目
標
を
不
易
、
社
会
情
勢
や

 

環
境
の
変
化
を
流
行
と
す
る

と
な
る
読
解
力
、
書
く
力

の
充
実
を
目
指
す
。

開館予定の写真美術館

教育委員会
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内堀　喜代志 議員

公
約
の
優
先
順
位
は

教
育
、
子
育
て
は
や
り
抜
い
て
ゆ
く

　
　
　

女
性
、
青
少
年
に

関
す
る
政
策
会
議

の
立
ち
上
げ
の
目
的
と
期

待
す
る
効
果
は
。

　
　
　

町
長

　
女
性
政
策

の
諮
問
機
関
、
青

少
年
政
策
の
諮
問
機
関
を

個
別
に
立
ち
上
げ
、
直
接

政
策
提
言
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
良
い
提
案
に
関
し

て
は
、
実
際
の
政
策
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
を
基
本
に

す
る
。

　

諮
問
機
関
の
立
ち
上
げ

は
、
遅
く
と
も
新
年
度
の

中
ぐ
ら
い
に
は
考
え
て
い

る
。

　
　
　

防
災
力
と
町
の
魅

力
を
高
め
る
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
具
体
的
な
施

策
は
。

問答問

　
　
　

町
長　

当
町
の
場

所
を
改
め
て
考
え

直
す
中
で
、
浅
間
山
の
噴

火
を
メ
イ
ン
ス
ト
ー
リ
ー

と
し
て
組
み
立
て
て
い
く
。

　

町
外
を
含
む
広
域
避
難

の
必
要
が
出
て
き
た
時
、

ネ
ッ
ク
と
な
る
の
が
、
町

内
各
地
域
に
お
い
て
、
車

の
行
き
違
い
が
難
し
い
幅

答

の
狭
い
道
路
で
あ
る
。

　

今
後
、
道
路
や
橋
梁
の

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
防

災
力
を
高
め
る
観
点
を

持
っ
て
箇
所
と
施
工
の
選

定
を
行
っ
て
い
く
。

　

塩
野
区
の
道
路
が
大
変

狭
い
事
は
、
塩
野
を
く
ま

な
く
歩
き
実
感
し
て
い
る
。

避
難
道
路
を
兼
ね
た
扱
い

を
ど
う
す
る
の
か
真
摯
に

検
討
す
る
。

　
　
　

農
協
、
農
業
生
産

法
人
、
農
家
の
収

入
増
の
具
体
的
な
施
策
は
。

　
　
　

町
長　

当
町
に

と
っ
て
、
農
業
は

大
変
重
要
な
産
業
で
あ
る
。

　

コ
ス
ト
の
抑
制
と
具
体

的
な
収
入
増
に
向
け
た
施

策
が
重
要
で
あ
る
。
高
原

問答

野
菜
な
ど
は
、
高
い
評
価

を
得
て
い
る
。

　

首
都
圏
、
近
畿
圏
の
バ

イ
ヤ
ー
と
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
が
、
ブ
ラ
ン
ド
力

を
高
め
、
収
入
増
に
な
る
。

必
要
に
応
じ
て
、
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
進
め
る
。

　
　
　

農
業
振
興
で
町
財

政
が
厳
し
い
中
、

問

幅の狭い幹線道路

農家の大型機械作業

町
長
が
国
、
県
か
ら
有
利

な
財
源
を
引
っ
張
っ
て
ほ

し
い
が
。

　
　
　

町
長　

農
業
に
関

し
て
は
国
も
し
く

は
県
へ
の
働
き
か
け
が
大

変
重
要
に
な
る
。

　

自
ら
、
ま
た
は
担
当
課

長
が
、
有
利
な
補
助
金
、

助
成
金
を
持
っ
て
き
た
い
。

　
　
　

町
長
の
公
約
の
優

先
順
位
は
。

　
　
　

町
長　

時
間
的
な

優
先
順
位
は
広
報

体
制
の
充
実
で
あ
る
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

充
実
な
ど
の
財
源
は
総
務

省
か
ら
全
額
出
る
の
で
、

決
断
も
早
く
で
き
る
。

　

中
身
的
な
優
先
順
位
は

教
育
、
子
育
て
で
あ
る
。

答問答

財
政
問
題
も
多
い
が
、
や

り
抜
い
て
い
く
こ
と
を
約

束
す
る
。

　
　
　

町
長
が
期
待
す
る

副
町
長
の
姿
と
役

割
は
。

　
　
　

町
長　

私
自
身
に

な
い
も
の
は
、
行

政
経
験
と
御
代
田
町
そ
の

も
の
に
関
す
る
知
識
で
あ

る
。

　

副
町
長
に
期
待
す
る
こ

と
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
や

事
業
者
と
の
難
し
い
交
渉

や
、
役
場
組
織
を
掌
握
し

て
動
か
し
て
ゆ
く
こ
と
で

あ
る
。

　

副
町
長
は
、
御
代
田
町

に
つ
い
て
、
深
く
知
り
、

行
政
経
験
が
豊
富
な
人
を

選
ぶ
。

問答
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　アンケート実施!

男性
（96人） 良い

（157人）

ちょうど良い
（148人）

ちょうど
良い

（134人）

ちょうど良い
（159人）

予算・決算
（55人）

賛否一覧
（52人）

一般質問
（142人）

研修視察報告
（45人）

委員会レポート
（39人）

みんなの
声（74人）

その他（4人）

小さい
（16人）

少ない
（20人） 少ない

（39人）

多い（6人） 多い（2人）

悪い（9人）

大きい（1人）

女性
（88人）

・表紙の写真はほっとするセンスの良
さを感じる 
・主に記事内容をインパクトあるデザイ
ンで載せる

・写真が大きく見やすい
・イラスト類はカラーが良い
・写真・表・イラストなど視覚での表現
をもっと工夫してほしい

・読む内容は興味のあるものだけ読ん
でいます
・一通り目を通しています
・相対的によく書かれていますのでよ
く読んでいます

・難しい文章は短い方が良い 
・研修報告は文字が多すぎて読む気に
なれない

・タイトルをわかりやすく 
・字は大きめに写真をもっと多く
・文字が大きく工夫されていて見やすい

10歳代

2人 1人

11人

24人

37人

60人

37人

12人

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代
以上

年　代

どんな記事を読んでいますか

文字量

性　別

文字の大きさ

表紙の印象

写真・イラストの量

14令和元年5月25日発行　No.115

ア
ン
ケ
ー
ト



みよたんⒸ

議会だより　

　議会広報広聴常任委員会は、対面方式により議会だよりア
ンケートを実施しました。町民の皆様184名のご協力をいた
だき、貴重なご意見をいただきました。 
　アンケートの結果から9割の人が議会だよりを読んでお
り、 1番読まれている記事は一般質問であることがわかりま
した。今後も開かれた議会を目指し、わかりやすく、より充
実した議会だよりの編集に努めます。

読まない
（12人）

たまに読む
（81人）

毎回読む
（91人）

ご協力ありがとうございました

議会だよりを読んでいますか

議会・議会だよりへの
ご意見・ご要望(一部)

・議員の活動内容について知りたい

・町民の登場と、個々の意見を載せて
声を反映して欲しい

・一般質問事項の実現はいつになる
のか追跡を

・中学生が理解できる言葉と内容で
若者に行政を知ってもらいたい

・町民の今後の町に期待したいこと
など個々の意見を載せる

みよたんⒸみよみよ

・議員の主張や活動がわかる議会 
だよりは非常に良い広報である
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レ ポ ー ト
（審議内容の一部を掲載しました。）

新庁舎に急速充電設備を設置

総務福祉文教

喫
煙
所
と
急
速
充
電
設
備
設
置
場
所
は
ど

こ
を
予
定
し
て
い
る
か
。

　
　

喫
煙
所
は
新
庁
舎
東
側
。
急
速
充
電

設
備
は
庁
舎
西
、
角
の
軒
下
に
２
台
分
を

予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旧
庁
舎
の
土
地
賃
借
料
に
つ
い
て
、
わ
ず

か
な
面
積
が
借
り
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。

買
い
上
げ
の
予
定
は
。

　
　

借
上
地
は
旧
庁
舎
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
設
置

が
あ
る
駐
車
場
。
所
有
者
と
交
渉
し
、
買

い
取
り
た
い
意
向
を
示
し
た
が
、
今
の
と

こ
ろ
売
却
の
意
思
は
な
く
33
年
３
月
ま
で

賃
貸
借
契
約
を
締
結
。
今
後
も
買
い
取
り

の
方
向
で
検
討
す
る
。

ＡＡ

自
主
防
災
組
織
に
54
万
円
の
予
算
に
つ
い

て
、
組
織
は
何
区
あ
り
、
ど
の
区
に
対
し

て
助
成
す
る
の
か
。

　
　

自
主
防
災
組
織
と
し
て
の
正
式
な
届

出
が
あ
っ
た
団
体
は
町
内
５
区
あ
る
。
ど

の
区
に
助
成
す
る
か
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

Ａ備
蓄
品
131
万
円
の
内
訳
と
備
蓄
場
所
は
。

　
　

備
蓄
品
は
水
、
ご
は
ん
、
ビ
ス
ケ
ッ

ト
、
乳
幼
児
用
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
等
を
５
年

で
平
準
化
を
図
り
、
購
入
す
る
予
定
。

　

各
家
庭
１
週
間
分
の
備
蓄
が
あ
る
こ
と

を
前
提
に
町
民
の
１
割
×
３
日
分
を
備
蓄

基
準
と
し
て
い
る
。

　

新
た
に
購
入
す
る
備
蓄
品
は
、
旧
庁
舎

Ａ

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

駐
車
場
に
防
災
倉
庫
を
設
置
し
、
備
蓄
す

る
計
画
で
あ
る
。

他
の
備
蓄
品
は
。

　
　

毛
布
は
800
枚（
簡
易
毛
布
を
含
む
）、

発
電
機（
町
、
エ
コ
ー
ル
）、
投
光
器
等
の

備
蓄
は
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
体
育
施
設
利
用
者
減
少
に
つ
い
て
、

利
用
料
金
か
高
齢
化
が
原
因
か
分
析
し
て

い
る
か
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
離
れ
が
主
な
要
因
。
全
施

設
が
個
人
、
団
体
共
に
年
々
減
少
し
て
い

る
。
現
状
把
握
を
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
離
れ

対
策
、
広
報
を
含
め
て
検
討
す
る
。

ＡＡ

平
成
31
年
度
特
別
会
計
予
算

総
合
事
業
は
社
協
、
ニ
チ
イ
な
ど
へ
委
託

し
て
い
る
。
社
協
は
事
業
対
象
者
の
受
け

入
れ
が
多
く
運
営
が
厳
し
く
継
続
で
き
な

い
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

社
協
の
事
業
努
力
と
町
独
自
の
助
成
を

設
け
る
な
ど
運
営
支
援
へ
の
対
策
は
。

　
　

事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
の
う
え
決
ま
っ
た
経
過
が
あ
る
が
、
今

後
、
内
部
で
も
対
策
を
検
討
す
る
。

Ａ

旧庁舎駐車場借地

地区防災組織の定期訓練（救命）

介
護
保
険
特
別
会
計
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委 員 会

平成31年度一般会計予算案に関し
付帯決議案を可決

町民建設経済

滞
在
型
農
園
施
設
基
金
設
置
条
例
で
、
小

規
模
な
改
修
な
ど
に
は
基
金
を
充
当
し
な

い
の
か
。

　
　

本
基
金
は
、
交
流
施
設
の
外
壁
な
ど

の
大
規
模
改
修
や
将
来
的
に
は
役
目
を
終

え
た
と
き
の
取
り
壊
し
、
更
新
と
い
っ
た

使
途
で
積
み
立
て
る
も
の
で
、
運
営
の
中

で
生
じ
る
小
規
模
な
修
繕
は
、
一
般
財
源

で
対
応
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Ａ町
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
率
は
。

　
　

交
付
開
始
か
ら
平
成
31
年
３
月
12
日

ま
で
で
、
交
付
枚
数
が
１
千
657
枚
で
、
町

の
人
口
比
で
ち
ょ
う
ど
１
割
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用
実
績
は
。

　
　

交
付
開
始
か
ら
平
成
31
年
３
月
12
日

ま
で
で
、
各
種
証
明
書
は
、
ト
ー
タ
ル
で

506
枚
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

面
替
地
区
地
域
振
興
基
金
事
業
経
費
の
中

の
土
地
購
入
費
210
万
円
に
つ
い
て
、
購
入

し
た
土
地
に
、
何
か
建
物
を
建
て
る
計
画

が
あ
る
の
か
。

　
　
「
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
係
る
要

ＡＡＡ

条
　
例

　
制

　
定

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

面替区の購入予定地

望
事
項
回
答
書
」に
基
づ
き
、
面
替
区
が

必
要
と
す
る
公
共
施
設
の
建
設
用
地
と
し

て
購
入
す
る
。

施
設
規
模
や
付
帯
設
備
は
、
ど
の
程
度
を

想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　

購
入
す
る
用
地
800
㎡
に
収
ま
る
規
模

の
建
物
で
、
面
替
区
の
要
望
を
聞
き
な
が

ら
検
討
す
る
。

土
地
を
購
入
し
、
そ
こ
に
建
設
可
能
な
施

設
を
検
討
す
る
と
い
う
の
は
、
手
順
が
逆

で
は
な
い
か
。
区
民
の
福
祉
向
上
の
た
め

の
施
設
計
画
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
実
現
可

能
に
す
る
土
地
の
購
入
と
い
う
手
順
が
本

来
あ
る
べ
き
で
は
。

　
　

面
替
区
か
ら
の
要
望
で
、
今
回
土
地

を
先
行
し
て
取
得
す
る
流
れ
と
な
っ
た
。

ＡＡ

　

議
案
第
12
号　

平
成
31
年
度
御

代
田
町
一
般
会
計
予
算
案
に
関
す

る
付
帯
決
議
案

　

本
議
案
中
、
歳
出
予
算
に
係
る

面
替
地
区
地
域
振
興
基
金
事
業
経

費
の
土
地
購
入
費
210
万
円
に
つ
い

て
は
、
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
に
係
る
面
替
区
の
要
望
事

項
に
あ
る
区
民
の
福
祉
向
上
を
目

的
と
し
た「
集
い
の
家
」な
ど
を
整

備
す
る
た
め
の
土
地
購
入
と
理
解

す
る
が
、
現
時
点
で
建
物
の
利
用

目
的
、
建
設
費
、
規
模
等
が
不
明

瞭
で
あ
る
。

　

今
後
、
建
物
の
建
設
に
当
た
っ

て
は
、
議
会
及
び
町
民
の
理
解
を

十
分
に
得
な
が
ら
事
業
を
進
め
る

よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　

平
成
31
年
３
月
13
日

　

御
代
田
町
議
会

 

町
民
建
設
経
済
常
任
委
員
会

　
付
帯
決
議
が
提
出
さ
れ
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

付帯決議… 議案を可決する際、その議案の執行上の要望として、議会（委員会）が意思表示を行うものです。用語解説

付帯決議
を提出
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本
年
度
、
御
代
田
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
真
嶋

直
行
と
申
し
ま
す
。

　

４
月
４
日
の
入
学
式
に

際
し
ま
し
て
は
、
大
勢
の

議
員
の
皆
様
方
に
ご
臨
席

賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ

の
際
、
小
井
土
議
長
の
祝

辞
の
文
言
に「
子
ど
も
は

町
の
宝
」と
あ
り
、
そ
の

お
言
葉
が
大
変
あ
り
が
た

く
感
じ
ま
し
た
。

　

２
月
よ
り
新
町
長
と
な

り
徐
々
に
で
す
が
生
活
の

中
に
変
化
が
現
れ
て
き
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

昨
年
、
私
た
ち
の
学
年

は
御
代
田
町
の
未
来
に
つ

い
て
学
習
を
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
い
く
つ
か
印
象

に
残
っ
た
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

例
え
ば
、
通
学
路
が
狭

く
、
暗
く
危
な
い
と
い
っ

た
意
見
や
町
外
に
出
ず
に

楽
し
め
る
場
所

が
ほ
し
い
と
い

う
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な

中
学
生
の
意
見

に
も
、
実
現
に

向
け
て
近
づ
い

て
い
る
の
が
、

　

町
長
の
公
約
に
子
育
て

世
代
に
対
す
る「
高
校
通

学
費
補
助
」「
小
中
学
生

の
給
食
費
無
料
化
」に
は
、

保
護
者
の
中
で
も
大
変
関

心
が
高
く
な
に
か
と
話
題

に
あ
が
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
議
会
の

皆
様
の
お
力
で
、
公
約
の

早
期
実
現
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
長
の
任
期
は
４
年
あ

り
ま
す
が
中
学
、
高
校
共

に
３
年
ず
つ
し
か
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

　
「
町
の
宝
」で
あ
る
子
ど

も
達
の
た
め
、
ま
た
そ
の

宝
を
育
て
る
私
達
の
た
め

に
、
是
非
と
も
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

生
活
を
し
て
い
て
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
挙
権
が
な
い

中
学
生
で
も
町
長
選
の
と

き
に
は
、
話
題
に
あ
が
る

こ
と
が
、
た
び
た
び
あ
り

ま
し
た
。
中
学
生
で
も
御

代
田
町
の
将
来
に
つ
い
て

関
心
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
今
よ
り
も
、
も
っ
と

御
代
田
町
が
良
く
な
っ
て

ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

な
の
で
こ
れ
か
ら
も
子

ど
も
、
大
人
関
係
な
く
住

み
や
す
い
町
へ
と
発
展
し

て
、
10
年
、
20
年
後
も
活

気
あ
ふ
れ
る
町
に
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

３
月
、
４
月
と
町
の
子
ど
も

達
の
卒
入
園
、
卒
入
学
式
に
参

列
し
ま
し
た
。

　

公
務
に
懸
け
る
気
持
ち
を

ア
ッ
プ
さ
せ
て
く
れ
る
思
い
で

し
た
。

　

純
真
無
垢
で
真
っ
直
ぐ
な
眼

差
し
を
ど
う
守
る
か
。
遥
か
前
、

子
供
時
代
に
享
受
し
た
自
身
の

原
体
験
に
思
い
を
馳
せ
、
同
席

者
と
教
育
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

子
育
て
支
援
の
充
実
と
親
子

関
係
、
Ｉ
Ｔ
メ
デ
ィ
ア
と
教
育

現
場
な
ど
、
進
化
に
伴
い
ソ
フ

ト
面
の
フ
ォ
ロ
ー
も
必
須
の
よ

う
で
す
。

　

新
町
長
に
か
わ
り
、
議
会
も

不
易
流
行
で
共
に
進
ん
で
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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